
２
月
か
ら
大
阪
府
連

は
百
科
検
定
対
策
講
座

を
５
回
計
画
し
、
毎
回

好
評
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
「
地
理
・

民

族

・

世

界

遺

産

」

「
増
補
版
テ
キ
ス
ト
・

問
題
集
を
活
用
し
尽
く

す
講
座
」
「
初
級
確
実

合
格
講
座
」
「
歴
史
過

去
問
題
の
全
体
像
を
つ

か
む
」
「
中
国
の
文
化

に
親
し
む
講
座
」
が
連

続
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

２
月
28
日
西
支
部

主
催
で
、
日
中
カ
レ

ン
ダ
ー
を
通
じ
て
中

国
を
巡
る
学
習
会
を
、

井
上
正
道
（
城
北
支

部
・
マ
ス
タ
ー
級
資

格
者
）
さ
ん
を
講
師

に
百
科
検
定
対
策
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

井
上
講
師
は
旅
行
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

な
が
ら
、
中
国
各
地
の
世
界
遺
産
な

ど
を
詳
し
く
解
説
さ
れ
、
受
講
生
12

名
が
熱
心
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
映

像
を
観
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
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中
国
百
科
検
定
大
阪
府
連
対
策
講
座

地
理
・
歴
史
・
文
化
な
ど
連
続
し
て
開
催

「
中
国
『
残
留
孤
児
・
婦
人
』

２
世
の
生
活
支
援
等
を
求
め
る
」

請
願
署
名
は
、
帰
国
者
２
世
を
支

援
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
が
、
こ

の
署
名
活
動
は
日
本
の
中
国
侵
略

戦
争
の
告
発
と
人
間
の
尊
厳
を
守

る
と
い
う
、
協
会
が
進
め
て
い
る

不
再
戦
平
和
活
動
に
直
接
重
な
る

重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

当
事
者
支
援
の
署
名
と
し
て
訴

え
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
政
府
の

侵
略
戦
争
正
当
化
の
姿
勢
を
正
し
、

憲
法
改
悪
を
阻
止
す
る
た
め
の
運

動
と
し
て
、
こ
の
重
要
な
意
義
を

前
面
に
押
し
出
し
た
署
名
と
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

会
員
・
準
会
員
の

10
倍
を
目
標
に

６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
70

回
大
会
ま
で
の
10
万
筆
達
成
を
め

ざ
し
て
、
署
名
の
要
請
目
標
を

「
会
員
・
準
会
員
数
の
10
倍
」
と

し
ま
す
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
協
力

し
合
っ
て
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

大
阪
の
目
標
は
６
０
０
０
で
す
。

ネ
ッ
ト
で
も

署
名
の
呼
び
か
け

福
岡
県
連
は
全
世
界
か
ら
賛
同

者
を
集
め
る
「C

h
a
n
g
e

o
r
g

」
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
立
ち
上
げ
、
ネ
ッ

ト
上
で
も
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
対

面
で
の
呼
び
か
け
が
難
し
い
中
で

す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
帰
国
者
ニ
ュ
ー
ス
第
２
号
か
ら
）

関
西
２
府
１
県
の
緊
急
事
態
宣
言

が
３
月
１
日
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

と
は
言
え
、
い
さ
さ
か
も
気
を
許
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

城
北
支
部
で
は
、
２
月
の
総
会

（
書
面
）
で
新
た
な
世
話
人
会
体
制

を
確
認
し
３
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
き

り
ま
し
た
。

３
月
20
日
の
百
科
検
定
に
は
城
北

支
部
か
ら
５
名
の
方
が
受
験
し
ま
す
。

全
員
の
合
格
を
め
ざ
し
て
、
各
自
学

習
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
（
？
）
。

支
部
世
話
人
会
で
は
、
多
く
の
方

に
中
国
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

「
中
国
教
養
講
座
」
の
定
期
開
催
を

企
画
し
よ
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

中
国
情
勢
の
学
習
会
、
中
国
映
画

観
賞
会
、
百
科
検
定
受
験
促
進
講
座

な
ど
の
内
容
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
の
び
の
び
に
な
っ
て
い
る

「
飛
鳥
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
５
月
に
実

施
す
る
方
向
で
す
。
今
度
こ
そ
実
現

で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
西
脇
義
彦
）

百
科
検
定
受
験
に
５
名
が
挑
戦

城
北
支
部

結
成
３
年
目
を
迎
え
て

陳
式
太
極
拳
講
習
会

第
８
回
特
別
講
習
会

３
月
14
日
（
日
）
９
時
か
ら

第
９
回
特
別
講
習
会

４
月
25
日
（
日
）
18
時
か
ら

北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

西
支
部
太
極
拳
教
室

１
月
７
日
か
ら
北
ス
ポ
ー
ツ

第
２
体
育
場
で
開
講
中
で
す
。

18
時
か
ら
20
時
30
分
ま
で

練
習
種
目
は
24
式
、
32
式
剣

手
記

西
岡
瑞
江
著

中
国
残
留
婦
人
の
帰
国

「
心
の
支
え
は
家
族
の
絆
」

Ｂ
５
版
１
２
１
頁
９
０
０
円

日
中
友
好
協
会
神
奈
川
県
連

発
行

大
阪
府
連
事
務
局
や

堺
支
部
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

日
本
中
国
友
好
協
会
創
立
70
周

年
記
念
募
金
に
、
２
月
末
現
在
、

３
支
部
34
名
の
方
か
ら
、
16
万
円

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
募
金
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

東
大
阪
支
部
、
西
支
部
、
吹
田
支
部
、

小
林
徳
子
、
植
田
智
子
、
松
原
弥
寿
夫
、

平
松
悦
雄
、
尾
中
妙
子
、
難
波
千
里
、
金

治
貞
男
、
堀
江
幸
雄
、
渡
辺
武
、
片
山
英

徳
、
大
垣
富
子
、
後
藤
田
弘
、
原
文
夫
、

澤
野
井
公
夫
、
竹
馬
悠
紀
子
、
原
口
範
子
、

衣
川
洋
一
、
山
崎
義
郷
、
川
田
敬
子
、
井

上
正
道
、
柳
川
晋
、
山
田
美
恵
子
、
野
口

久
實
子
、
山
本
範
枝
、
恒
岡
正
勝
、
小
林

明
美
、
祖
慶
せ
つ
子
、
中
村
寿
子
、
林
英

子
、
西
脇
義
彦
、
山
本
恒
人
、

高
林
勢

津
子
、
菅
原
正
義
、
草
野
三
津
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

創
立
70
周
年
記
念

募
金
へ
の
お
願
い

10
万
人
国
会
請
願
署
名
の
大
き
な
前
進
を

侵
略
戦
争
告
発
・
人
間
の
尊
厳
の
重
要
な
活
動

中国百科検定

「テキスト・

問題集増補版」
新版を発行！
新版は第９回試験の出

題範囲。受験者の皆さん

は必読のテキストです。

６６頁の分量で受験だけ

でなく、読んで役に立つ

内容です。

２
月
28
日
、
日
中
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
で
中
国
を

巡
る
学
習
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
が
開
講
し
て
い
る
「
中

国
百
科
検
定
対
策
講
座
」
の
一
環

の
学
習
会
だ
と
思
い
、
「
勉
強
は

苦
手
だ
な
」
と
思
い
な
が
ら
参
加

し
ま
し
た
。
し
か
し
主
催
の
西
支

部
・
平
松
事
務
局
長
の
「
コ
ロ
ナ

禍
で
旅
行
で
き
な
い
で
す
が
、
日

中
カ
レ
ン
ダ
ー
の
写
真
で
観
光
気

分
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
の
挨

拶
に
ワ
ク
ワ
ク
し
、
用
意
し
て
い

た
だ
い
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
、

始
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

「
中
国
旅
行
に
何

回
行
っ
た
か
数
え

き
れ
な
い
」
マ
ス

タ
ー
級
資
格
者
・

井
上
正
道
さ
ん
が
講
師
で
す
。
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
各
地
の
素
晴
ら

し
い
景
色
や
、
生
活
風
景
を
映
し

な
が
ら
、
ご
自
身
の
旅
行
談
を
交

え
て
場
面
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

雲
南
省
は
、
麗
江
古
城
の
石
畳

と
木
造
家
屋
の
美
し
さ
。
日
本
と

違
っ
て
、
町
全
体
を
守
る
の
が
中

国
の
城
の
役
割
と
い
う
お
話
。

甘
粛
省
は
、
ヤ
ル
ダ
ン
地
形
の

砂
漠
の
中
の
奇
岩
。
そ
こ
を
吹
く

風
の
恐
ろ
し
い
音
に
昔
の
旅
人
は

震
え
た
お
話
。
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
で

は
酸
素
ボ
ン
ベ
に
頼
っ
て
し
ま
う

と
ボ
ン
ベ
な
し
で
は
い
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
や
、
中
国
各
地
で
観
光

向
け
の
野
外
劇
場
が
盛
ん
で
結
構

良
い
値
段
で
あ
る
こ
と
、
マ
カ
オ

の
カ
ジ
ノ
の
罠
な
ど
な
ど
。

お
話
だ
け
で
な
く
、
井
上
講
師

が
中
国
か
ら
持
っ
て
帰
っ
て
き
た

“

万
里
の
長
城
の
か
け
ら
”“
〇

〇
河
で
拾
っ
た
石
”“

〇
〇
の
発

掘
現
場
で
採
取
し
た
古
代
の
壺
の

破
片
”
な
ど
も
手
に
取
っ
て
見
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
（
持
っ
て
帰
っ

て
も
良
い
と
許
可
済
み
で
す
）
。

ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内

で
の
、
２
時
間
の
中
国
小
旅
行
で

し
た
。
次
回
は
秋
頃
に
案
内
し
て

い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
す
。
楽

し
み
で
す
。

高
田
佳
誉
子

西
支
部

日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
で

中
国
を
巡
る
学
習
会

第
１
１
４
期
中
国
語
講
座
は
４
月

５
日
（
月
）
か
ら
開
講
し
ま
す
。

受
講
料
は
週
１
回
（
６
ケ
月

20
回
）

４
８
，
０
０
０
円

入
学
金

１
８
，
０
０
０
円

入
門
レ
ッ
ス
ン
ご
案
内

第
１
回

３
月
30
日
（
火
）

10：

00
～
11：

30

第
２
回

４
月
２
日
（
金
）

18：

30
～
20：

00

第
３
回

４
月
３
日
（
土
）

10：

00
～
11：

30

参
加
費
無
料
（
定
員
各
回
14
名
）

参
加
対
象

初
心
者
の
方

個
人
レ
ッ
ス
ン
も
あ
り
ま
す
。

４
月
か
ら

中
国
語
講
座



市
民
と
と
も
に

た
た
か
っ
た

「
反
対
」
運
動

大
阪
市
の
元
保
育
士
さ
ん
、
「
反

対
」
活
動
を
し
た
い
と
対
話
運
動
の

牽
引
者
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ

ン
に
配
り
た
い
と
ビ
ラ
を
持
ち
帰
る

人
、
「
市
が
無
く
な
る
な
ん
て
み
ん

な
知
ら
な
い
か
ら
そ
こ
を
も
っ
と
言
っ

て
」
、
「
住
所
が
変
わ
れ
ば
変
更
す

る
の
に
お
金
が
か
か
る
」
と
自
営
業

者
が
マ
イ
ク
を
と
り
ま
し
た
。
「
幼

稚
園
か
ら
高
校
・
現
在
も
住
ん
で
い

る
、
だ
か
ら
街
を
守
り
た
い
」
と
手

紙
と
の
ど
飴
に
願
い
を
託
し
た
人
。

最
後
の
一
週
間
の
天
満
橋
駅
交
差
点

で
は
個
人
、
団
体
、
政
党
カ
ー
が

「
反
対
」
を
叫
び
何
度
も
行
き
交
い

高
速
橋
梁
に
こ
だ
ま
し
異
様
な
雰
囲

気
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
の
「
賛
成
」
３
０
０
０
差
を
今
回

は
９
０
０
差
ま
で
追
い
詰
め
た
「
大

勝
利
」
で
す
。

新
た
な
維
新
の
策
動

松
井
市
長
は
敗
北
時
点
で
「
任
期

後
は
引
退
」
を
表
明
し
て
お
き
な
が

ら
、
ま
た
し
て
も
「
府
市
広
域
行
政

一
元
化
」
条
例
に
向
け
動
き
始
め
ま

し
た
。
こ
の
条
例
で
は
、
知
事
を
本

部
長
、
大
阪
市
長
を
副
本
部
長
と
し

た
「
副
首
都
推
進
本
部
会
議
」
が
設

置
さ
れ
、
副
首
都
推
進
本
部
会
議
を

司
令
塔
に
し
て
市
の
意
思
決
定
や
議

会
の
議
決
に
制
約
を
か
け
、
市
は
広

域
行
政
に
つ
い
て
は
府
に
事
務
委
託

し
、
独
自
の
都
市
計
画
を
決
定
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
府
議
会
は
２
月
下

旬
か
ら
、
市
議
会
は
３
月
上
旬
に
条

例
案
が
提
案
さ
れ
、
４
月
１
日
施
行

を
目
指
し
て
い
る
。

た
た
か
い
は

住
民
投
票
か
ら
議
会
へ

私
た
ち
は
こ
の
運
動
で
身
に
つ
け

た
、
た
た
か
い
な
が
ら
学
び
行
動
す

る
ス
タ
イ
ル
を
守
っ
て

い
ま
す
。
市
議
会
の
傍

聴
は
勿
論
、
新
年
早
々

の
学
習
会
。
地
元
の
各

派
議
員
に
「
反
対
」
要

請
を
し
ま
し
た
。
自
民

党
議
員
は
「
自
民
党
は

揺
る
ぎ
ま
せ
ん
。
公
明

党
の
母
体
で
あ
る
創
価

学
会
さ
ん
へ
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
」
と
。
創

価
学
会
は
署
名
要
請
に

対
し
て
「
組
織
と
し
て

は
扱
い
ま
せ
ん
が
、
会

員
は
自
由
で
す
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
元
市

長
平
松
さ
ん
を
中
心
と
し
た
「
大
阪

市
民
交
流
会
」
が
作
成
し
た
ビ
ラ
を

渡
し
、
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

市
民
に
は
「
24
区
全
て
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
を
」
「
市
長
は
住
民

投
票
の
結
果
を
守
れ
」
の
署
名
を
呼

び
掛
け
な
が
ら
住
民
投
票
結
果
を
乱

暴
に
無
視
す
る
維
新
市
政
を
知
ら
せ

て
い
ま
す
。
街
に
は
「
ま
た
？
」
の

声
は
あ
り
ま
す
が
、

以
前
の
よ
う
に
ク
ー

ル
で
は
な
く
、
私
た

ち
の
運
動
を
受
け
止

め
て
く
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
ま

す
が
、
市
民
は
市
政

が
自
分
の
生
活
に
直

結
す
る
と
気
づ
い
て

き
て
い
ま
す
。
私
た

ち
も
議
会
と
市
民
を

繋
ぐ
の
は
自
分
た
ち

だ
と
思
い
始
め
て
い

ま
す
。

大
垣
富
子
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コ
ロ
ナ
禍
で
始
め
た
陳
式
簡
化

講
習
会
も
７
回
目
が
過
ぎ
ま
し
た
。

「
基
本
を
大
切
に
」
ぼ
つ
ぼ
つ
の

学
習
で
す
。
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
動
け
な
い
、
覚
え
ら
れ
な
い
な

ど
し
ん
ど
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す

が
「
あ
せ
ら
ず
！

あ
わ
て
ず
！

あ
き
ら
め
な
い
！
」
基
本
を
何

回
も
繰
り
返
す
こ
と
で
少
し
ず
つ

将
来
伸
び
る
た
め
の
栄
養
を
体
に

蓄
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

「
陳
式
」
と
言
え
ば
年
配
の
方
は
、

少
し
遠
慮
し
た
い
種
目
だ
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
じ
っ
く
り
勉
強
す
れ

ば
武
術
は
だ
れ
で
も
で
き
ま
す
。

あ
き
ら
め
な
い
で
一
緒
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
！

（
恒
岡
正
勝
）

陳
式
簡
化
特
別
講
習
会

財
源
と
権
限
は
市
民
の
も
の

大
阪
市
廃
止
反
対
住
民
投
票
を
た
た
か
っ
て
（
下
）

西
支
部
は
１
９
６
１
年
電
通
班

と
検
定
班
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
。

役
員
会
は
し
ば
し
ば
土
佐
堀
電

話
局
で
夕
方
５
時
す
ぎ
か
ら
開
か

れ
、
こ
の
局
の
職
員
専
用
食
堂
で
、

２
０
円o

r

３
０
円
ぐ
ら
い
の
き
つ

ね
う
ど
ん
を
食
べ
て

会
議
に
臨
ん
だ
。
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ

る
。当

時
の
中
心
課
題

は
日
本
と
中
国
の
国

交
を
回
復
す
る
運
動

で
あ
っ
た
。
国
民
に

広
く
中
国
事
情
を
知
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ

た
た
め
、
中
国
映
画

の

上
映

や
歌

舞
団

（
京
劇
）
を
招
い
て
の
公
演
な
ど

を
取
り
組
ん
だ
。
会
場
一
杯
に
し

て
成
功
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、

西
区
や
港
区
の
労
働
組
合
を
廻
り

チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
り

し
た
。
（
写
真
の
左
端
が
小
野
さ
ん
）

こ
の
こ
と
は

新
し
い
班
を
つ

く
り
会
員
の
拡

大
に
い
大
い
に

役
立
っ
た
よ
う

に
思
う
。
12

の

班
が
で
き
「
最

大
時
１
３
１
名

の
会
員
を
擁
し

た
」
（
西
支
部

歩
み
よ
り
）

当
時
大
阪
外

大
に
大
き
な
組
織
が
あ
っ
た
か
ら
、

府
連
最
初
の
支
部
で
は
な
か
っ
た

か
も
知
れ
な
い
が
、
労
働
者
を
中

心
と
し
た
地
域
支
部
と
し
て
は
、

西
支
部
が
最
初
で
最
大
勢
力
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

１
９
６
６
年
中
国
全
土
で
「
文

化
大
革
命
」
吹
き
荒
れ
、
こ
れ
を

支
持
す
る
勢
力
が
西
支
部
内
に
も

存
在
し
、
支
部
を
破
壊
し
分
裂
し

よ
う
と
た
く
ら
ん
だ
。
私
達
は
こ

の
闘
い
に
打
ち
勝
っ
た
が
、
打
撃

大
き
く
残
念
な
が
ら
、
支
部
組
織

は
縮
小
し
こ
れ
以
降
し
ば
ら
く
困

難
な
支
部
活
動
が
続
い
た
。

し
か
し
た
ゆ
み
な
い
努
力
と
活

動
で
支
部
は
維
持
、
継
続
さ
れ
、

今
日
の
力
強
い
組
織
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
ま
た
西
支
部

は
大
き
な
発
展
に
向
っ
て
進
ん
で

い
る
、
支
部
会
員
の
皆
さ
ん
に
深

い
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

西
支
部
結
成
60
周
年

小
野

邦
也

国
交
回
復
か
ら
文
革
を
乗
り
越
え
て

堺
支
部
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
拡
大
の

状
況
を
踏
ま
え
、
総
会
、
市
民
公
開

講
座
、
定
例
会
議
の
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
月
か
ら
始
動

の
予
定
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
映
画
『
湾
生
回
家
』

を
観
て
の
感
想
を
書
き
ま
す
。

戦
前
の
台
湾
で
生
ま
れ
育
っ
た
日

本
人
を
指
す
「
湾
生
」
た
ち
が
故
郷

で
あ
る
台
湾
に
里
帰
り
し
て
懐
か
し

い
人
び
と
を
訪
ね
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
す
。

こ
の
映
画
で
知
っ
た
こ
と
は
、
台

湾
で
生
ま
れ
た
日
本
人
に
と
っ
て
は

台
湾
こ
そ
が
故
郷
で
あ
る
こ
と
。
戦

後
、
異
国
で
あ
る
日
本
で
の
苦
労
の

日
々
に
、
あ
の
頃
の
台
湾
の
町
や
村
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
び
と
、
幼
い
こ
ろ

の
思
い
出
が
、
70
年
の
間
ず
っ
と
自

分
を
支
え
て
き
た
と
い
う
。
み
ん
な

と
一
緒
に
遊
び
、
学
び
、
働
い
た
こ

と
。
そ
こ
に
差
別
は
な
く
、
同
じ
土

地
に
生
き
る
も
の
同
士
の
繋
が
り
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
あ
の
時
代
を

生
き
て
き
た
人
な
ら
で
は
の
証
言
が

響
く
。
そ
し
て
再
会
！
歴
史
も
国
境

も
こ
え
た
人
間
同
士
の
あ
た
た
か
く

深
い
つ
な
が
り
が
カ
メ
ラ
を
通
し
て

滲
ん
で
く
る
。
素
晴
ら
し
い
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

堺
支
部
・
ふ
じ
た
だ
い
す
け

台
湾
に
興
味
を

『
湾
生
回
家
』
に
思
う

2012年5月西支部50周年記念ツアー

２
０
１
０
年
１
０
月
に
内
本
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
で
、
講
師
に

は
全
大
阪
き
り
え
連
絡
会
で
現
在
も

活
躍
し
て
お
ら
れ
る
近
藤
好
幸
さ
ん

に
お
願
い
し
、
女
性
６
名
・
男
性
３

名
で
始
め
ま
し
た
。

画
材
は
四
季
の
花
や
先

生
の
教
材
な
ど
で
、
月

２
回
第
２
・
第
４
土
曜

日
の
午
前
に
実
施
し
、

年
末
に
は
干
支
の
色
紙

を
作
り
10
年
に
な
り
ま

す
。き

り
え
は
身
の
回
り

の
全
て
や
旅
行
で
の
写

真
も
画
材
に
出
来
ま
す
。

刃
物
を
使
用
し
て
黒
い

画
紙
に
大
小
様
々
な
線
を
残
し
て
作

る
作
業
で
、
全
神
経
を
集
中
し
て
の

作
業
は
、
昔
か
ら
針
仕
事
は
ボ
ケ
防

止
に
な
る
と
言
わ
れ
て
、
そ
の
こ
と

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
の
コ

ロ
ナ
禍
で
会
場
確

保
が
困
難
に
な
り
、

１
日
も
早
く
日
常

に
戻
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
色
紙

や
和
紙
を
作
っ
て

色
彩
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
リ
ア
ル

感
の
あ
る
作
品
作

り
も
楽
し
い
で
す

よ
。
（
片
山
英
徳
）

吹
田
支
部

き
り
え
色
紙
を
創
っ
て
10
年


